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若者は内向きか

　「留学する学生が減った」という苦言をよく聞

く。確かにデータにその傾向はあるが内外留学生

統計の分析の内容もいろいろだ。

　昨今の大学生は学部生で1992－1996年ごろ、大

学院生で1990年前後の生まれ。日本の経済成長が

ピークを過ぎ、土地バブルがはじけ、日本激変の

予兆が出始めたころだ。物心つくころから、両親

から明るい話を聞いたことがない世代。大銀行の

合併が始まり、貸し剥がしがあり、北拓銀行、山

一證券などの多くの金融機関が破たんした。親に

してみれば自分たちの職を守るのに精一杯だった

ろう。今風に言えば「半沢直樹」の時代だ。だか

ら子供たちも保守的になる。

　その時代、どんな人たちがどんな留学していた

のか。実は大企業や役所からの大学院留学が主だ

ったのではないか？その分が減っているのではな

いか？しかも、帰国すれば入社、入省の序列に戻

るのだ。職場を辞めてまで大学院留学をしたのは

女性たちだ。

　「世界級・グローバル」のことも起こり始めた。

多くの理屈をはねのけてメジャーに行ったのが

1995年の「脱藩」野茂だ、「ヒーロー」になる。

テレビの力はすごい、何人ものピッチャーがメジ

ャーへ行き始め、数年後にイチロー、松井などが

行く。サッカーも同様、ワールドカップにも出る

ようになる。女性はワールドカップで優勝する。

若者の目標は変わ

る、できるか、で

きないかは別とし

て。

　90年代までも、

今でも、日本から

の学部留学生は極

めて少ない。この

10年、世界の大学

の動向は学部教育

へ移行している。世界の変化を予測して、世界の

なかの「個人」のネットワークを作らせようとし

ている。グローバル時代ではここに大きな価値と

可能性があるからだ。

　大人たちは若者たちに苦言する前に、一人ひと

りが若者の支援に何ができるかよく考えよう。中

高・大学生時代に「外」の世界で、「個人」とし

ての「実体験」の機会を増やすことだ。ホームス

テイ、休学、短期留学、海外インターン、NGO

活動など、若者たちが広い世界で自分を見つける

機会を増やす、これを支援することだ。

　「個人」としての「実体験」を通じて、大人た

ちが考えもつかない活躍をしている若者を何人も

知っている。そのような若者たちに活躍の場を広

げることだ、企業も、役所も、大学も。できない

理由は言わないことだ。
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